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No.238
「小・中学生平和作品コンクール表彰式」を開催しました
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大崎市は自主財源確保のために有料広告を掲載しています。

　市では毎年、平和事業の一環として、子どもたちの平
和に対する思いや考えを発表する「小・中学生平和作品
コンクール」を実施しています。
　戦後80年の節目を迎えた今年度は、小・中学生合わ
せて127作品の応募があり、審査を経て入賞した9人
を令和7年11月17日に表彰しました。
　入賞作品は、市ウェブサイトに掲載するほか、作文は
冊子にまとめ、各学校や図書館に配架します。絵画は1
月30日㈮まで市役所本庁舎1階のデジタルサイネー
ジで展示しています。
　ぜひ、子どもたちの平和に対する思いを感じ、考えを
深めてみませんか。

■絵画部門（11歳～15歳の部）
最優秀賞 佐

さ

藤
と う

 百
も も

加
か

 さん 古川東中学校2年

優秀賞 竹
た け

内
う ち

 咲
さ

希
き

 さん 古川東中学校2年

■作文部門（小学生の部）
最優秀賞 岡

おか

本
もと

 瑠
る

生
い

 さん 古川第一小学校6年

優秀賞
佐
さ

藤
とう

 琉
る

生
い

 さん 松山小学校5年

今
こん

野
の

 悠
ゆ

芽
め

 さん 古川北小学校6年

■作文部門（中学生の部）
最優秀賞 近

ちか

岡
おか

 里
り

依
い

紗
さ

 さん 鳴子小中学校8年

優秀賞

岸
きし

 奏
そ

和
わ

 さん 鳴子小中学校9年

菅
かん

野
の

 菫
す み れ

玲 さん 古川中学校2年

金
かね

子
こ

 心
こ の か

架 さん 鹿島台中学校2年

問 政策課政策企画担当　☎23-2129

大崎市公式SNS
充実した情報をお届けします。ぜひ、登録してください。
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▲伊藤市長（前列左から2番目）と受賞者の皆さん

▲絵画部門（11歳～15歳の部） 最優秀賞作品
　佐藤 百加 さん 「見えるセカイは」



市
長
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、マ
ル
コ
会
長
と
小
谷
さ

ん
に
大
崎
市
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、大
崎
市
の
感
想
は
い
か

が
で
す
か
。

マ
ル
コ　
大
崎
市
の
お
も
て
な
し

や
親
切
さ
と
い
っ
た
貴
重
な
体
験

が
で
き
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
高

さ
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

小
谷
　
何
よ
り
感
動
し
た
の
は
渡

り
鳥
た
ち
の
ね
ぐ
ら
入
り
で
す
。

夕
暮
れ
の
空
を
埋
め
尽
く
す
10
万

羽
の
鳥
た
ち
の
は
ば
た
き
と
鳴
き

声
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
　
マ
ル
コ
会
長
の
出
身
地
の

イ
タ
リ
ア
は
、豊
か
な
食
文
化
と

特
色
あ
る
郷
土
料
理
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
か
ら「
美
食
の
国
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、大
崎
市
で
の
食

事
は
い
か
が
で
し
た
か
。

マ
ル
コ
　
料
理
の
写
真
を
め
い
に

メ
ー
ル
で
送
っ
た
と
こ
ろ
、「
と
て

も
う
ら
や
ま
し
い
」と
返
信
が
あ

り
、彼
女
も
こ
の
場
に
来
た
が
っ
て

い
ま
し
た
。

小
谷
　
な
ん
と
言
っ
て
も
米
が
お

い
し
い
で
す
よ
ね
。『
さ
さ
結む

す
び

』と

「
ゆ
き
む
す
び
」に
は
そ
れ
ぞ
れ
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、ご
は
ん
も
日
本

酒
も
噛
み
し
め
な
が
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市
長
　
２
０
０
施
設
あ
る「
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
」の
う
ち
、日

本
で
は
56
施
設
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。日
本
の
農
業
、そ
し
て「
南
原

穴
堰
」に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
か
。

マ
ル
コ
　
日
本
は「
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
」の
登
録
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で

も
、「
南
原
穴
堰
」は
特
別
で
、視
察

し
て
驚
い
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。

　
一
つ
が
約
４
０
０
年
前
に
手
掘

り
で
隧ず

い

道ど
う

を
掘
削
す
る
と
い
う
困

難
な
作
業
を
行
っ
た
こ
と
、も
う
一

つ
は
こ
の
施
設
が
今
も
な
お
地
域

の
食
料
の
安
定
的
な
供
給
に
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
残
念
な
こ
と
に
世
界
の
他
の
地

域
で
は
、水
資
源
の
搾
取
が
進
ん

で
お
り
、持
続
可
能
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す

が
、「
南
原
穴
堰
」は
地
域
の
自
然

と
調
和
し
、持
続
可
能
な
形
で
現

代
に
継
承
さ
れ
て
い
る
点
が
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
未

来
に
向
け
た
非
常
に
重
要
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

小
谷
　
マ
ル
コ
会
長
は
、先
ほ
ど

南
原
の
集
落
に
広
が
る
水
田
を
熱

心
に
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

山
間
部
の
厳
し
い
条
件
で
築
か
れ

た「
南
原
穴
堰
」は
世
界
的
に
見
て

い
か
が
で
す
か
。

マ
ル
コ
　「
南
原
穴
堰
」の
認
定・

登
録
は
保
全
も
含
め
、日
本
人
が

持
つ
素
晴
ら
し
い
特
性
が
評
価
さ

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
は
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
育
が
重
要
と
考
え

ま
す
。日
本
で
は
、学
校
の
授
業
後

に
は
必
ず
み
ん
な
で
掃
除
を
し
て

か
ら
帰
り
、サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
後

に
は
、ご
み
を
持
ち
帰
り
ま
す
。そ

の
よ
う
に
環
境
を
守
る
こ
と
を
習

慣
化
し
て
き
た
日
本
人
の
特
性
が

根
底
に
あ
り
、農
家
自
身
の
手
で

「
南
原
穴
堰
」の
保
全
が
行
わ
れ
て

い
る
点
が
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺

産
の
認
定・
登
録
へ
と
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

小
谷
　「
南
原
穴
堰
」の
保
全・
活

用
に
つ
い
て
、今
後
の
展
望
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
今
後
は
、ツ
ー
リ
ズ
ム
を

活
用
し
た
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
か
ら
多

く
の
人
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
マ
ル
コ
会
長
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

マ
ル
コ
　
日
本
の
観
光
地
と
い
え

ば
京
都
や
奈
良
が
有
名
で
す
が
、

海
外
の
観
光
客
は
定
番
コ
ー
ス
か

ら
少
し
外
れ
た
場
所
を
求
め
て
い

ま
す
。大
崎
市
に
は
美
し
い
景
色

や
温
泉
、歴
史
的
な
場
所
と
い
っ

た
多
く
の
資
源
が
あ
り
、他
の
観

光
地
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
独
自
の

魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。私
も
イ
タ

リ
ア
の
観
光
当
局
を
通
じ
て
、観

光
的
な
観
点
だ
け
で
は
な
く
、さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
大
崎
市
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

に
認
定・登
録
さ
れ
て
か
ら
、「
南
原

穴
堰
」は
非
常
に
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、農
業
従

事
者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、

施
設
を
管
理
し
保
全
を
続
け
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ル
コ
　
農
業
に
関
す
る
課
題
は

日
本
だ
け
で
は
な
く
、世
界
的
な

課
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。実
は
イ

タ
リ
ア
も
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。高
齢
化
や
若
手
農
業
者
の

減
少
に
よ
る
後
継
者
不
足
に
直
面

し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、イ
タ
リ

ア
政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し

て
い
ま
す
。日
本
で
も
若
手
農
業

者
は
農
業
に
対
す
る
情
熱
や
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
国
を
超
え
て
互
い
に
協
力

で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
考
え
ま

す
。

市
長
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
お
二
人
か
ら
大
崎
市
民
の

皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

マ
ル
コ
　
市
長
を
は
じ
め
、地
元

の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
が

何
事
に
も
熱
意
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
る
こ
と
に
と
て
も
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。世
界
か
ん
が
い
施
設

遺
産
は
認
定・
登
録
後
の
取
り
組

み
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

大
崎
市
に
は
温
泉
や
食
、酒
と
い
っ

た
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。こ

の
よ
う
な
地
域
資
源
を
生
か
し
な

が
ら
、観
光
客
に
足
を
伸
ば
し
て

い
た
だ
き
、貴
重
な
地
域
資
源
に

触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

小
谷
　
大
崎
市
の
米
の
生
産
の
歴

史
は
、「
巧
み
な
水
管
理
」と
深
く

関
係
し
、ま
さ
に
か
ん
が
い
の
歴

史
で
す
。ま
ず
は
、大
崎
市
民
の
皆

さ
ん
が
、田
ん
ぼ
と
水
路
の
歴
史

や
価
値
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
南
原
穴
堰
を
訪
れ
、

世
界
農
業
遺
産「
大
崎
耕
土
」を
体

験
し
ま
し
ょ
う
。

　令和6年9月3日、「世界かんがい施設遺産」に認定・登録された「南
みなみ

原
は ら

穴
あ な

堰
ぜ き

」を現地視察しながら、ICID（国際
かんがい排水委員会）会長のマルコ・アルシエリ 氏とおおさき宝大使の小

こ

谷
た に

 あゆみ 氏、伊藤市長が大崎市の魅
力について語り合いました。

場所場所::鳴子ホテル鳴子ホテル

大
崎
市
民
へ
の

大
崎
市
民
へ
の

　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

ICID（国際かんがい排水委員会）とは
　かんがい、排水、洪水管理などの分野で
食料供給強化を目指し、昭和25年に設立
された国際非政府組織。世界82の国と地
域が加盟し、日本は昭和26年に加盟。歴史
的な施設を「世界かんがい施設遺産」に認
定している。

マルコ・アルシエリ 氏
　イタリア出身。令和5年に開催された
ICID第25回総会で会長に選出。任期は令
和5年から令和8年まで。イタリア農業・
食料・林業省に在籍し、イタリアICID国内
委員会の事務局長を務める。令和6年9月
3日にオーストラリアのシドニーで認定・
登録された「南原穴堰」の世界かんがい施
設遺産の選定にも携わる。

小谷 あゆみ 氏
　民放テレビ局のアナウンサーを経て、平
成15年からフリーアナウンサー、エッセイ
スト、農ジャーナリストとして活動。自ら
野菜を栽培するアナウンサー「ベジアナ」
として、農ある暮らしの豊かさを取材・発
信。令和7年8月からはおおさき宝大使と
して、世界農業遺産「大崎耕土」など、本市
の魅力をPRしている。

お
も
て
な
し
の
心

お
も
て
な
し
の
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未
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を
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を
拓拓ひ
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ひ
ら

くく

おおさき宝大使おおさき宝大使

小谷 あゆみ小谷 あゆみ
ICID（国際かんがい排水委員会）会長ICID（国際かんがい排水委員会）会長
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大崎市長大崎市長
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０
０
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０
０
年
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く
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南
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南
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　次に該当する人は、市役所の会場では申
告することができません。国税電子申告
（e

イータックス

-Tax）または税務署で申告をしてくだ
さい。

　古川税務署では、申告書作成会場を開設します。
　当日受け付け枠には限りがあります。会場の混雑緩和のため、相談を希望する人は、国税庁LINE公式アカウ
ントから事前予約をお願いします。
　医療費控除やふるさと納税の申告を予定している人は、あらかじめマイナポータル連携を済ませておくと、
申告書を円滑に作成できます。
※電話での予約はできません。
期間　2月16日㈪～3月16日㈪（土・日曜日、祝日を除く）　9時～17時
会場　古川税務署1階大会議室（古川旭6-2-15）
持ち物　マイナンバーカード（発行時に設定したパスワード（※）が必要）、所得の申告・各種控除を受けるため

に必要な書類、スマートフォンまたはタブレット
　　　　※署名用電子証明書のパスワード（英数字6～16文字）および利用者証
　　　　　明用電子証明書のパスワード（数字4桁）です。また、電子証明書の有
　　　　　効期限に注意してください。

　パソコンまたはスマートフォンとマイナンバーカードを利用して、自宅から国税電子申告（e-Tax）
で確定申告書を提出できます。詳しくは、国税庁のウェブサイトを確認してください。

■確定申告書は自宅で作成・提出できます

　申告期間中は、申告書を郵送で提出することができます。
受付期間　3月16日㈪まで（消印有効）
必要書類　申告書、マイナンバーが確認できる書類の写し、本人

確認書類（運転免許証など）の写し、所得の申告・各種
控除を受けるために必要な書類

※�詳しくは、所得税の申告は古川税務署（☎22-1711）、市県民税
の申告は市役所税務課（☎23-2148）に問い合わせください。

■ 確定申告書などの郵送先
　980-8406　仙台市青葉区上杉1-1-1（仙台北税務署内）　
　仙台国税局業務センター
■ 市県民税の申告書の入手・郵送先
入手先　市ウェブサイトからダウンロード、または税務課（市役

所本庁舎2階南側）、各総合支所市民
　　　　福祉課で配布
郵送先　989-6188　古川七日町1-1
　　　　税務課市民税担当

申
告
が
不
要
な
人

❶1カ所からの給与収入（2,000万円以下）のみで、年末調整を済ませ、各種控除の追加または変更を行わな
い人

❷公的年金などの収入（400万円以下）のみで、「公的年金等の源泉徴収票」に記載されている控除に追加ま
たは変更を行わない人

❸収入がない人
※各種証明書や児童扶養手当受給、介護・障害福祉サービスなどの申請手続きで、市県民税の申告が必要と
　なる場合があります。
税務署や国税電子申告（e-Tax）で所得税の申告を行う人は、改めて市役所で申告を行う必要はありません。

市県民税・所得税の申告相談

□青色申告
□令和6年分以前の申告
□準確定申告
□雑損控除・繰越損失
□土地・建物などの譲渡所得
□住宅借入金等特別控除の適用
□上場株式や先物取引に係る所得

申告できないもの

▶国税庁LINE公式
　アカウント

▶国税庁ウェブサイト問 古川税務署個人課税第一部門　☎22-1713

❶マイナンバーカード（個人番号カード）の原本
※マイナンバーカードを持っていない人は、①申告者本人のマイナンバーが確認できる書類（通知カードやマ
イナンバー記載の住民票）と②本人確認書類（運転免許証など）が必要です。

❷本人名義の預金通帳または口座番号が分かるもの
❸所得の申告・各種控除を受けるために必要な書類

■ 発行する証明書

▼  障害者控除対象者認定書
　対象　昭和36年1月1日以前に生まれた要介護（1～5）認定者のうち一定の
条件に当てはまる人
※特別障害者（身体障害者手帳（1級または2級）、療育手帳（障がいの程度がA）、
精神障害者保健福祉手帳（1級））に該当する人を除きます。

▼  おむつ代に係る確定申告医療費控除の確認書
　対象　次の全てを満たす人

❶傷病により6カ月以上寝たきり状態にあり、治療のため継続しておむつの
使用が必要な人

❷要介護認定を受け、主治医意見書において、寝たきり状態にあることや尿
失禁などに関する記載が確認できる人
※要件に該当しない場合は、主治医が発行する「おむつ使用証明書（医療費控
除用）」で申告してください。

■ 受付場所
　高齢障がい福祉課(市役所本庁舎1階)、各総合支所市民福祉課
■ 持ち物
　対象者の介護保険被保険者証、申請者の本人確認ができるもの(運転免許証など)
※本人または民法で定める親族以外の人が申請する場合は、委任状（任意様式）が必要です。

□各種控除を受けるために必要な書類
■ 医療費控除

▼ 医療費控除の明細書、セルフメディケーション税制
の明細書または医療保険者からの医療費通知書など

※医療費通知書は、申告時期までに1年分の医療費を
把握できない場合があります。不足分は領収書の金
額を合算するか、領収書のみで集計してください。

※�医療費控除の適用を受ける場合は、必ず医療費控除
の明細書またはセルフメディケーション税制の明細
書を作成し、持参してください。

▼ 生命保険や高額療養費などで補
ほ

填
てん

された金額が分
かる書類

■ 社会保険料控除

▼ 各種保険料（税）領収書や控除証明書
■ 生命・地震保険料控除

▼ 保険会社などが発行する各種控除証明書
■ 障害者控除

▼ 各種障害者手帳、障害者控除対象者認定書など
■ 寄附金控除

▼ 都道府県や市町村などへ寄付した際の受領証明書

□所得の申告に必要な書類
■ 給与所得や雑所得（公的年金など）がある人

▼ 源泉徴収票など
※源泉徴収票がないときは、申告できない場合が
　あります。
■ 営業所得・農業所得・不動産所得がある人

共通　収支内訳書または収支計算書（各種帳簿、
領収書などを基にまとめたもの）
営業所得　報酬、料金、契約金、賃金の支払調書
農業所得　家畜などを出荷（販売）した証明書、
各種交付金に関する証明書、経営所得安定対策
に係る交付決定通知書
不動産所得　貸与先と賃借料の明細書、不動産
の使用料等支払調書

■ その他所得がある人

▼ 保険の満期返戻金などの支払調書（一時所得）

▼ 個人年金支払証明書やシルバー人材センター
　発行の配分金支払証明書（雑所得）

▼ その他、令和7年中に得た収入額が分かる書類

2月9日㈪～3月16日㈪ ※�地域ごとに期間や会場が異なります。詳しくは、6・7ページを確認
してください。

　令和7年分の所得に係る、市県民税と所得税の申告相談を受け付けます。令和8年1月1日現在、大崎市に住所があ
る人で申告が必要な人が対象です。円滑な申告を行うため、事前に書類などを準備しておきましょう。

問 税務課市民税担当　☎23-2148
　 各総合支所市民福祉課市県民税・所得税の申告相談

要介護認定者の控除に関する書類を発行します
問 高齢障がい福祉課認定審査担当　☎23-6125、各総合支所市民福祉課 円滑な申告を行うために

事前準備をお願いします
　営業所得・農業所得・不動産所得
を申告する場合、レシートの提示や
口座の入出金の提示では申告でき
ませんので、事前に収支内訳書を作
成してください。
　収支内訳書の作成や医療費控除
の明細書の作成を済ませていない
場合は、会場の混雑緩和のため、集
計後に受け付けます。
　なお、収支内訳書の用紙と記入例
は、税務課や各総合支所市民福祉課
で配布しています。

開催期間役所の会場で申告受け付
けができないもの

ち物持

送による申告郵

川税務署からのお知らせ古

市
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市県民税・所得税の申告相談

　古川地域では、事前予約・当日受け付けを実施します。古川地域に在住で、古川会場で申告相談を希望する人
は、事前予約を活用してください。
　事前予約は、都合の良い日時を選ぶことができます。30分枠での予約が可能ですが、当日の相談状況により時
間が前後する場合があります。
　なお、当日の受付時間内に来場しても、上限に達したときは受け付けできない場合があります。
予約方法　2月2日㈪から希望日の2日前まで、申込フォームで必要事項を入力して予約
　　　　　※電話での予約はできません。

各会場の日程

古川地域
会場 期日 対象行政区

市
役
所
本
庁
舎
３
階
３
０
１
会
議
室

2月13日㈮ 矢目、北引田、南引田、堀込、猪狩、中沢、柳原、北谷地、堤根、古川新田、飯川上、飯川下、渋井

16日㈪ 成田、向三丁目、大崎北、大崎中、新田南、三丁目、大崎南、新田西、新田東

17日㈫ 新田中、大西、新堀、耳取、柏崎、氷室、上中目、西古川駅前、斎下、保柳、荒田目

18日㈬ 休塚西、休塚東、狐塚、馬放、長岡針、渕尻、富長西、富長東、上埣、馬櫛、下谷地

19日㈭ 桜ノ目下、桜ノ目上、桜ノ目北、川熊南、川熊北、小林下、小林上、宮沢南、宮沢中、宮沢北

20日㈮ 北宮沢表、北宮沢裏、元清滝、雨生沢、下清水沢、上清水沢

24日㈫ 小野第一、小野第二、沢田下、小野第三、小野第四、小野第五、沢田上

25日㈬ 楡木、下中目一、師山、下中目二、石森、宮内

26日㈭ 荒谷第一、荒谷第二、荒谷第三、荒谷第四、長岡、境野宮、深沼、桑針、古川谷地中

27日㈮ 稲葉東一、稲葉東二、稲葉東三、大幡南、大幡東、大幡西、駅南団地、福沼一、福沼二、福沼三

3月 1日㈰ 古川地域全地区（給与所得者などで平日の申告が困難な人）

2日㈪ 荒川小金丁、十日町、七日町、前田町、北町北一、北町北二、北町南、北町中、浦町西、浦町東、
稲葉中

3日㈫ 稲葉西、西荒井上、諏訪西、諏訪中、諏訪東、西荒井北、西荒井南、米袋

4日㈬ 南町北、南町南、南町西、古川南新町、畑中北一、畑中北二、畑中南、栄町、稲葉北一、稲葉北二、
稲葉南、古川駅前

5日㈭ 塚目南、塚目北、川端、鶴ヶ埣西、鶴ヶ埣東、本鹿島、穂波、小泉、宮袋、若葉

6日㈮ 江合本町、江合寿町、江合錦町、中里南第一、中里南第二、中里南第三

9日㈪ 千手寺町、古川横町、三日町北、三日町南、東町、新稲葉、古川台町、西館東、西館中、竹ノ内、
二ノ構

10日㈫ 神田、李埣東、蓑口沼、上古川、馬寄、中里中、中里北

11日㈬ 福浦一、福浦二、福浦三、米倉北、米倉南、城西、大江向、李埣西一、李埣西二
12日㈭・13日㈮・
16日㈪ 市内全地域

松山地域
会場 期日 対象行政区

松
山
総
合
支
所

2月10日㈫ 入町、松山横町、町、茶釜台、金ヶ崎
12日㈭ 上野、広岡
13日㈮ 文化丁、松山台町、新丁、金谷

15日㈰ 松山地域全地区（給与所得者などで
平日の申告が困難な人）

16日㈪ 竹の花、山王
17日㈫ 松山駅前、長尾
18日㈬ 駅前二、駅前中、松山新田
19日㈭ 野田、須摩屋

20日㈮ 次橋、鍋田、境、上志引、松山中谷地、
下志引、花ヶ崎、下沢、太夫沢

三本木地域
会場 期日 対象行政区

三
本
木
総
合
支
所

2月10日㈫ 三本木新町、三本木南新町、混内山
12日㈭ 三本木南町、伊賀
13日㈮ 三本木北町、仲町

15日㈰ 三本木地域全地区（給与所得者などで
平日の申告が困難な人）

16日㈪ 斉田、音無、坂本、蟻ケ袋
17日㈫ 南谷地、桑折
18日㈬ 秋田、上伊場野、蒜袋、多田川
19日㈭ 高柳、門梨、鉄炮町、川井、上沢
20日㈮ 上沖、下沖、三本木中谷地、上宿、下宿

鹿島台地域
会場 期日 対象行政区

鹿
島
台
総
合
支
所

2月25日㈬ 出町、元鹿島台
26日㈭ 深谷、御屋敷
27日㈮ 本地、小迫、鹿島台岩渕

3月 1日㈰ 鹿島台地域全地区（給与所得者など
で平日の申告が困難な人）

2日㈪ 竹谷、広長、鹿島台長根
3日㈫ 鈴掛、姥ヶ沢、福芦団地、福芦住宅
4日㈬ 内ノ浦、鹿島台山谷
5日㈭ 大迫新田、大迫
6日㈮ 渕花、上志田
9日㈪ 下志田、砂子沢

10日㈫ 三ツ屋・上地、鎌巻
11日㈬ 山船越、里船越
12日㈭ 鹿島台大沢、上平渡
13日㈮ 杉ヶ崎、北平渡
16日㈪ 鹿島台駅前、東平渡

岩出山地域
会場 期日 対象行政区

岩
出
山
総
合
支
所

2月26日㈭ 東昌寺沢、通丁
27日㈮ 菅生、大学町

3月 1日㈰ 岩出山地域全地区（給与所得者などで
平日の申告が困難な人）

2日㈪ 浦北、下野目八幡、薬師
3日㈫ 川原町、川北
4日㈬ 沖、大保
5日㈭ 上馬館、大坪、池月中央
6日㈮ 新橋、白鳥、上野目山谷
9日㈪ 浦南、中里、岩出山北町

10日㈫ 要害、轟、根岸
11日㈬ 下馬館、鵙目、天王寺、馬主
12日㈭ 小倉、小坪、黄金田、東川原町、宿
13日㈮ 一の坪、岩出山南町、上宮
16日㈪ 小松川、下宮

鳴子温泉地域
会場 期日 対象行政区
鬼
首
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー

2月 9日㈪ 小向、川東、寒湯

10日㈫ 蟹沢、田野、中川原、軍沢

12日㈭ 原、岩入西、岩入東

鳴
子
総
合
支
所

13日㈮ 上鳴子、上野々、湯元、新屋敷

15日㈰ 鳴子温泉地域全地区（給与所得者な
どで平日の申告が困難な人）

16日㈪ 車湯、鳴子岩渕、東鳴子

17日㈫ 中山西、中山東、中野、向山

18日㈬ 沢、川渡、北野際

19日㈭ 上川原、鍛冶谷沢、黒崎

20日㈮ 石ノ梅、南野際、上原、小身川原

沼
部
公
民
館

沼
部
公
民
館

古川地域の申告相談の受け付け方法について

田尻地域
会場 期日 対象行政区

沼
部
公
民
館

2月26日㈭ 田町、仲荒町、横町河岸前、大杉
27日㈮ 元町、北小松、南小松、中目

3月 1日㈰ 田尻地域全地区（給与所得者などで平
日の申告が困難な人）

2日㈪ 大嶺、大嶺三、田尻八幡、沼木諏訪峠
3日㈫ 田尻新町、北牧目、桜田
4日㈬ 通木、木戸、葉山上北山
5日㈭ 富岡、下高野、田尻谷地中
6日㈮ 百塚上高野、沼部峯崎、若林
9日㈪ 貝ノ堀、北小塩、中南小塩

10日㈫ 百々荒柳、田尻大沢、北小牛田上、北
小牛田下

11日㈬ 北又、上南曲田、宿・鹿飼
12日㈭ 新田ノ目、田尻長根、小沢
13日㈮ 舞岳、伸萠、長沢
16日㈪ 中沢目、北長根

市県民税・所得税の申告相談

■午前の部　受付時間　8時30分～11時　
　　　　　　相談開始　9時～

※各会場の最終日の受け付けは、15時までです。対象行政区の日程での
申告が困難な人は、他の日程での申告も可能です。

■午後の部　受付時間　11時～16時
　　　　　　相談開始　13時～

事前予約枠数　　　　　　70枠/日
当日整理券配布予定枚数　70枚/日
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　市ではLINEを活用した「デジタル市役所」を運用し、防災情報やイベント情報などを配信
しています。 
　令和7年12月から市公式LINEに、各種証明書のオンライン申請や窓口・施設の予約と
いった新たなサービスが加わりました。さらに進化した市公式LINEの便利な使い方を紹介
します。ぜひ、活用してください。

　「リッチメニュー」のアイコンをタップすると市役所での手続きから観光情報まで、知りたい情報を入手することが
できます。
※リッチメニューとは、LINEのトーク画面下部に表示される、画像付き固定メニューです。

❶「トップ」メニュー
● オンライン申請
　各種証明書などの申請や市役所窓口・施設予約ができます。
● 防災
　大崎市防災ポータルなどを利用できます。
● 通報
　道路の損傷や不法投棄などを通報できます。
● 受信設定
　�設定することで、欲しい情報や関心のある情報だけを受信することがで

きます。
※一部緊急性の高い情報などは友だち全員にお知らせします。

❷「くらし」メニュー
● 子育て
　�公立保育施設の連絡や子育てわくわくランドの予約などができます。
● ごみ
　�ごみの検索や資源物の収集日の確認、収集日の前日に通知を受信する

設定ができます。
● 健康福祉
　心と体の健康チェックを行うことができます。
● 保健・医療
　休日当番医を確認できます。
● 税金
　�税の納期限のお知らせを事前に受信する設定や申告相談の事前予約ができます。

❸「みりょく・その他」メニュー
● 観光
　市の観光情報を取得できます。
● イベント
　月ごとのイベントを確認できます。
● ふるさと納税
　制度の説明や大崎市へのふるさと納税について確認できます。
● 議会
　市議会日程や議会中継などについて確認できます。
● クマ出没アラート
　�クマの目撃情報の通報や地図で出没箇所を確認することができます。

● 住民票の写し
● 印鑑登録証明書
● 戸籍証明書
● 税証明書

などの証明書の発行をLINEで申請できます。

◆LINEで申請するためには
　本人確認のためマイナンバーカードが必要です。また、手数料・郵送料の
支払いは、LINE上で決済を完結できます。

（クレジットカードやPayPay決済が利用可能)
◆証明書は自宅に届きます
　決済後、申請された証明書を順次発送します。申請から支払い、受け取り（郵送）までの一連の手続きを円滑に行え
ます。

※通信料は利用者負担です。

　市では、3月まで毎月、LINEアプリのダウンロードから、市LINE公式アカウントの
友だち追加方法、便利な機能の使い方まで、スマホアドバイザーがサポートします。
　詳しくは、市ウェブサイトを確認してください。 

日時　1月22日㈭　11時30分～13時 
場所　市役所本庁舎1階市民交流エリア屋内広場（パタ崎さん家

ち

）
持ち物　スマートフォン

問 デジタル戦略課情報政策担当　☎23-5091

LINEの機能を使いこなそう
～各種証明書の発行が可能になりました～

◆今後追加予定の機能
● �「トップ」メニューの「オンライン申請」タブで、図書館（来楽里ホール）の研修室などの施設予約ができるようになります。
● �「トップ」メニューの「相談」タブで、LINE上での各種相談や面接相談の予約ができるようになります。

市LINE公式アカウントの友だち追加方法

大崎市公式LINEスマホ相談会

❶�ホーム画面から、二次元コード
を読み取るか、「＠osaki-city」
でID検索します。

❷�「友だち追加」をタップして、
トーク画面へ遷移します。

❸�利用規約に同意し、案内に沿っ
て受信設定を行うことで登録
完了です。

あなたのスマホに市役所を
～市LINE公式アカウント友だち募集中～

タップすると二次元コードタップすると二次元コード
リーダーが起動リーダーが起動

「リッチメニュー」が見やすくなりました
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映画「オレンジ・ランプ」上映会
問 �高齢障がい福祉課高齢福祉担当　☎23-6085
　39歳で若年性認知症と診断された仙台市在住の丹

た ん

野
の

 智
と も

文
ふ み

 氏の実話を基に描く、夫婦の希望と再生の物
語です。映画を通して若年性認知症への理解を深めま
せんか。

日時　2月7日㈯　9時50分～正午
場所　大崎生涯学習センター（パレットおおさき）
定員　先着280人
申込　2月6日㈮まで申込フォームで申し込み

～松
しょう

華
か

蔵
ぐ ら

の風～如
き さ ら ぎ

月コンサート
問 松山公民館　☎55-2215　FAX55-4235
　ピアノとバイオリンにボーカルが重なり合い、豊か
な音が広がる時間を楽しみませんか。

日時　2月8日㈰　開場13時30分　開演14時
場所　松山公民館2階ホール
出演　S

ソ イ ル

oil（佐藤 実
な お

治
は る

（バイオリン）、及川 久
く

美
み

子
こ

（ピア
ノ）のデュオ）
対象　市民（未就学児入場不可）
定員　先着80人
申込　1月16日㈮まで電話（平日9時～17時）、または
住所・氏名・電話番号を明記してファクスで申し込み

第55回世界児童画展宮城県展
問 �大崎市民ギャラリー（緒絶の館）　☎21-1466
　世界各国の3歳から15歳までの令和6年度入選作品
約200点を展示します。また、期間中は服をデザインす
る工作ワークショップなども開催します。
詳しくは、市ウェブサイトを確認してくだ
さい。

期間　1月9日㈮～25日㈰　10時～17時

　
令
和
7
年
11
月
21
日
、宮
城
県
古
川
農
業
試
験
場
で「
サ
サ
ニ
シ
キ
」や

『
さ
さ
結む

す
び

』の
お
い
し
さ
を
競
う「
第
9
回
全
国
サ
サ
ニ
シ
キ
系『
さ
さ
王
』

決
定
戦
2
0
2
5
」の
最
終
審
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　『
さ
さ
王
』決
定
戦
に
は
、県
内
外
か
ら「
サ
サ
ニ
シ
キ
」52
点
、『
さ
さ

結
』32
点
、計
84
点
が
出
品
さ
れ
、機
器
分
析
を
経
て
、両
銘
柄
の
各
ト
ッ
プ

5
の
10
点
が
最
終
審
査
に
進
み
ま
し
た
。

　
最
終
審
査
で
は
、審
査
員
5
人
が
炊
き
た
て
の
ご
飯
と
酢
飯
の
味
や
香

り
な
ど
を
審
査
し
、蔵
王
町
の
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
蔵
王
株
式
会
社
が
出
品
し

た「
サ
サ
ニ
シ
キ
」が
、第
7
回
に
続
い
て
二
度
目
の『
さ
さ
王
』の
栄
冠
を

手
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、『
さ
さ
結
』で
最
高
賞
の「
さ
さ
王・
大
崎
耕
土
賞
」に
は
、大
崎
市

の
三
塚 

正
幸 

氏
が
輝
き
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
11
月
15
日
、鳴
子
温

泉
地
域
で
花
渕
山
バ
イ
パ
ス
開
通

10
周
年
を
記
念
し
、タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
開
封
式
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、平

成
27
年
11
月
15
日
の
国
道
1
0
8

号
花
渕
山
バ
イ
パ
ス
開
通
時
に
、

当
時
の
鳴
子
小
学
校
と
鬼
首
小
学

校
の
児
童
が
10
年
後
の
自
分
に
未

来
へ
の
思
い
を
込
め
て
埋
設
し
た

も
の
で
す
。当
日
は
、国
道
1
0
8

号
に
ち
な
ん
で
、10
時
8
分
に
参

加
者
の
手
に
よ
っ
て
10
年
ぶ
り
に

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
開
封
さ
れ
ま

し
た
。

　
11
月
22
日
に
は
、鳴
子
公
民
館

で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た
。大
人
へ
と
成

長
し
た
当
時
の
児
童
と
、恩
師
や

地
域
住
民
が
集
ま
り
、再
会
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。当
時
の
校
長
先

生
か
ら
保
存
さ
れ
て
い
た
手
紙
が

一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
る
と
、会

場
は
歓
声
と
温
か
な
笑
顔
に
包
ま

れ
ま
し
た
。参
加
者
は
、10
年
前
の

自
分
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み

返
し
、自
身
の
成
長
を
確
か
め
な

が
ら
、バ
イ
パ
ス
と
共
に
歩
ん
で

き
た
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
は
せ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
式
典
は
、花
渕
山
バ
イ

パ
ス
開
通
10
周
年
を
祝
う
だ
け
で

は
な
く
、次
代
を
担
う
若
者
た
ち

の
希
望
や
地
域
住
民
の
絆
を
再
確

認
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

国
道
1
0
8
号
花
渕
山
バ
イ
パ
ス
が
開
通
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た

第
9
回
全
国
サ
サ
ニ
シ
キ
系『
さ
さ
王
』決
定
戦

2
0
2
5
で
第
九
代『
さ
さ
王
』が
決
定
し
ま
し
た

▲10時8分に合わせてタイムカプセルを開封▲地域への変わらない思いを語る卒業生

◀受賞者の皆さん

第九代『ささ王』 エコファーム蔵王株式会社〔ササニシキ〕
金ささ賞

（ささ王・大崎耕土賞） 三
み つ

塚
づ か

 正
ま さ

幸
ゆ き

〔ささ結〕

金ささ賞 千
ち

葉
ば

 利
と し

広
ひ ろ

〔ササニシキ〕

銀ささ賞

加
か

藤
と う

 憲
け ん

治
じ

〔ササニシキ・ささ結〕
今
こ ん

野
の

 知
と も

教
の り

〔ササニシキ〕
高
た か

橋
は し

 正
ま さ

則
の り

〔ささ結〕
佐

さ

藤
と う

 徳
と く

志
し

〔ささ結〕
浅
あ さ

野
の

 良
りょう

悦
え つ

〔ささ結〕
若
わ か

槻
つ き

 慎
し ん

也
や

〔ササニシキ〕

第9回全国ササニシキ系『ささ王』決定戦2025の受賞者
（敬称略、〔　〕内は受賞銘柄）

▲主演 貫
かん

地
じ

谷
や

 しほり、和田 正
まさ

人
と

▲ 「ヘアカットサロン」(インド・8歳)

関連イベント❖

宮城誠真短期大学連携協力事業子ども向けワー
クショップ「すてきな「まち」をいっしょにつくろう!」
　絵を描いたり、折り紙や牛乳パックで建物や道
路を作ったりして、立体的な「まち」を制作し、展示
します。
期間　1月9日㈮～25日㈰　10時～17時

❖
モンゴルの文化を体験してみよう!

　モンゴルの民族衣装や生活の道具に触れて、モ
ンゴルの文化を体験してみませんか。
期間　1月17日㈯～25日㈰　10時～17時

❖

共通事項
場所　大崎市民ギャラリー（緒絶の館）

▲佐藤 実治 ▲及川 久美子

広報おおさき　令和8年1月号広報おおさき　令和8年1月号 1010広報おおさき　2026年1月号広報おおさき　2026年1月号1111
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市
で
は
、「
大
崎
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
」の
改
定
を
進
め
て

い
ま
す
。皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　
■
計
画
の
公
表
方
法

❶
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
閲
覧

❷
窓
口
で
の
閲
覧

▼�

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）

▼�

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
各
総
合
支
所
地　

域
振
興
課
内
）

▼�

健
康
推
進
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

■
対
象

　
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤・
通
学
し
て

い
る
人
、市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
法
人

■
意
見
の
提
出
期
間

　
１
月
９
日
㈮
～
29
日
㈭

■
意
見
の
書
き
方

　
次
の
内
容
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、匿
名
の
問
い
合
わ
せ
や
電
話
で
の
意

見
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

❶
計
画（
中
間
案
）に
対
す
る
意
見

❷
氏
名
ま
た
は
事
業
所
名
称

❸
住
所
ま
た
は
事
業
所
所
在
地

❹
連
絡
先（
電
話
番
号・Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

■
提
出
方
法

❶
持
参
の
場
合

　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）　
８
時
30

分
～
17
時
15
分

　
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
に
持
参

❷
郵
送
の
場
合

　
〒
９
８
９

－

６
１
８
８

　
古
川
七
日
町
１
番
１
号

　
健
康
推
進
課
に
郵
送（
１
月
29
日
㈭
消

印
有
効
）

❸
フ
ァ
ク
ス
の
場
合

　
健
康
推
進
課
に
送
信

❹
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　
件
名
を「
大
崎
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画【
改
定
版
】（
中
間
案
）へ

の
意
見
」と
し
、健
康
推
進
課（kenko@

city.osaki.m
iyagi.jp

）へ
送
信

❺
応
募
フ
ォ
ー
ム
の
場
合

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
意
見
を
入
力

※�

応
募
フ
ォ
ー
ム
の
開
設
期
間
は
、意
見

の
提
出
期
間
と
同
様
で
す
。

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
帯
状
疱

疹
の
定
期
予
防
接
種
に
今
年
度
該
当
し
て

い
る
人
は
、年
度
末
を
過
ぎ
る
と
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。接
種
希
望
者
は
、受

け
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
８
年
度
該
当
者
は
、３
月
中
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

■
接
種
期
間

　
３
月
31
日
㈫
ま
で

■
対
象
者

❶�

令
和
７
年
度
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80

歳・85
歳・90
歳・95
歳・１
０
０
歳
を
迎

え
る
人（
年
度
基
準
）

❷�

１
０
０
歳
以
上
の
人（
令
和
７
年
度
限

定
）

❸�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
が
あ
り
、日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
人（
誕
生
日
基
準
）

■
持
ち
物

　
住
所・
年
齢
が
分
か
る
本
人
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な

ど
）、生
活
保
護
受
給
者
は
受
給
者
証

■
申
込
方
法

　
市
指
定
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

※�

市
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、あ

ら
か
じ
め
健
康
推
進
課
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

帯
状
疱ほ

う
し
ん疹

の
定
期
予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い  

問 

健
康
推
進
課
保
健・地
域
医
療
担
当　
☎
㉓
２
２
１
５

大
崎
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画【
改
定
版
】

（
中
間
案
）へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す 

問 

健
康
推
進
課
保
健・地
域
医
療
担
当　
☎
㉓
２
２
１
５　
FAX
㉓
９
８
８
０

　令和7年11月22日、「2025年度水辺の
自然再生共同シンポジウム」を開催しまし
た。
　このシンポジウムは、市と県内外の複数
の自然保護団体で構成される「水辺の自然
再生共同シンポジウム実行委員会」が主催
し、今回で21回目となります。
　当日は約50人が参加し、地球温暖化に
よる水生生物への影響やアメリカザリガ
ニなどの特定外来生物の防除方法につい
て知見を深めました。また、NPO法人シナ
イモツゴ郷の会理事長の高橋 清

き よ た か

孝 氏は、
令和7年9月に市の天然記念物に指定され
たゼニタナゴやシナイモツゴ生息地の保全
について「地域ぐるみの取り組みをさらに
強化し拡大しながら、郷土の豊かな自然を
守っていきたい」と強い意欲を示しました。
　市では、今後も関係団体と協力し、水辺
の自然環境の保全に取り組んでいきます。

多国の文化に触れ、交流を深めました

水辺の自然再生共同シンポ
ジウムを開催しました

　令和7年11月30日、「第1回おおさき多文化共生フェス
ティバル」を開催しました。
　初開催となる今回は、インドネシアの伝統舞踊、モンゴル
の伝統楽器・馬

ば

頭
と う

琴
き ん

の演奏、民族衣装の紹介、市内4校の高校
生による多文化共生の取り組みの発表、おおさき日本語学校
の留学生による母国の歌の披露など、多彩なプログラムがあ
りました。来場者は各国・地域の特色ある文化に目を輝かせ
て興味深く話を聞き、交流を深めていました。
　このイベントを通して、文化や言語などの多様性を「違い」
ではなく「力」
や「宝」として
捉え、互いを
知り、尊重し
合う多文化共
生のまちづく
りへの一歩を
踏み出すきっ
かけとなりま
した。

おおさきオープンイノベーションピッチ
2025を開催しました

　令和7年11月27日、「おおさきオープンイノベーションピッ
チ2025」を開催しました。
　このイベントは、本市の観光・産業資源と協業する提案や行
政施策に対する提案を競うビジネスプランコンテストです。
2回目となる今年は海外を含む77社から応募がありました。
　当日は、事前審査を通過したファイナリスト10社が個性的
なビジネスプランを発表し、最終審査を行いました。審査の結
果、鳴子こけしや鳴子漆器などで創造された和室空間を海外
に輸出する事業を提案したO

オ ミ セ

miisay株式会社が最優秀賞に選
ばれました。
　本市は、イベントを契機に新たな事業展開が図られること
を期待し、地域産業のさらなる発展に取り組みます。

- INFORMATION - アイコンの説明

広報おおさき　令和8年1月号広報おおさき　令和8年1月号 1212広報おおさき　2026年1月号広報おおさき　2026年1月号1313

▲�長年にわたりシナイモツゴやゼニタナゴの
保全に携わる高橋 清孝 氏

▲革新的なアイデアで大崎の未来を創ります

■定期予防接種の各ワクチンの特徴
生ワクチン 組み換えワクチン

料金 4,000円×1回 11,000円×2回

特徴

▶皮下注射を1回
▶効果の持続期間は5～7年
▶�免疫抑制状態の人、輸血やガ
ンマグロブリン製剤の投与を
受けて3カ月（大量療法は6
カ月）を経過していない人は
接種不可

▶筋肉注射を2回
▶効果の持続期間は10年以上
▶�2カ月の間隔を置いて2回接
種する必要がある

※生活保護受給者は無料です。
※�組み換えワクチンの接種希望者は、1回目と2回目の間隔を2カ月以上空け
る必要があるため、定期接種期間内に受けたい場合は、1回目の接種を1月中
に終える必要があります。

▲インドネシアのゲーム「チョンクラック」で交
　流を深める留学生と来場者


